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岐阜市で見つかったアカボシゴマダラ Hestina assimilis assimilis
（チョウ目，タテハチョウ科）について

説田健一

Record of Hestina assimilis assimilis ((Lepidoptera，Nymphalidae) 
from Gifu city, Gifu Prefecture, Japan.

SETSUDA Ken-ichi

要要旨旨 2024年 9月 25日に岐阜県岐阜市清本町 6丁目で外来亜種アカボシゴマダラHestina assimilis assi-
milis (Linnaeus)が拾得された．岐阜県内では，これまで、東濃地方を中心に確認されていたが，岐阜市内で
標本が得られたので，外来亜種アカボシゴマダラは岐阜県南部に分布を広く拡大した可能性がある．

ははじじめめにに 
 

アカボシゴマダラHestina assimilis (Linnaeus)はベト
ナム北部から中国南部及び東部，朝鮮半島，および済州島，

台湾，日本の奄美諸島に分布する．奄美諸島に分布するも

のは，亜種H.a.shirakii Shirozuであるが（白水, 2006），
1998 年に神奈川県藤沢市で中国大陸の外来亜種 H.a.as-
similis (Linnaeus)が発見され, 現在までに，関東地方を中
心に，北海道から関西地方まで，広範に確認されている（中

村ら，2003，2005：岩野，2005：堀，2009：間野・岩本，
2011：林，2013：渡邊，2013：榎並，2015：栗岩ら，2015：
松井・星，2021：坂本ら，2022）．これらは，意図的に放
蝶されたものに由来し，幼虫期にエノキを利用するゴマダ

ラチョウやオオムラサキなどの在来のチョウ類との競合

が懸念されるため，2018 年に特定外来生物に指定されて
いる（松井・星，2021）．岐阜県では，松井・星（2021）

が 2020 年に東濃地方で初めて確認し，その後，土岐市
（2022年 9月 8日）や瑞浪市（2024年 5月 30日）など
で，本種が撮影されている（環境省生物多様性センター，

いきものログ：岐阜聖徳学園大学教育学部川上研究室，進

化する昆虫図鑑）．このたび，当館では，岐阜市で拾得さ

れた外来亜種アカボシゴマダラの寄贈を受けた．これまで

に本種の岐阜県における標本記録は公表されていないの

で報告する．

標標本本のの記記載載とと考考察察 
 

標標本本のの記記載載（図 ）

登登録録番番号号 GPM-Z-43838
拾拾得得日日 2024年 9月 25日
拾拾得得場場所所 岐阜県岐阜市清本町 6丁目
拾拾得得者者 中村優太・健人

拾拾得得状状況況 本標本は，寄贈者が通学路で拾得した個体で，

触覚や脚が外れ，胴体や翅が乾燥し硬直していた．

同同定定 後翅の赤色斑紋列の中央部の斑紋の赤色がやや薄

く、また斑紋が不完全もしくはＵ字であるため，本標本は

外来亜種アカボシゴマダラである（環境省，特定外来生物

同定マニュアル昆虫編）． 

考考察察 
 
外来亜種アカボシゴマダラは，県内では，これまでに，

東濃地方を中心に記録があり（松井・星，2021：環境省生
物多様性センター，いきものログ：岐阜聖徳学園大学教育

図 1．岐阜市で拾得されたアカボシゴマダラ
Hestina assimilis assimilis（GPM-Z-43838）
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学部川上研究室，進化する昆虫図鑑），未公表だが，恵那

市で採集されている（中島，私信）．今回，岐阜市で標本

が得られたことで，本種が東濃地方から岐阜市にかけての

岐阜県南部に広く分布を拡大した可能性がある． 
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